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１ 調査の概要 

 

(1) 調査の目的 

本町では，平成22年３月に「次世代育成支援行動計画（後期計画）」を策定し，子どもの健全

な育成や子育て支援対策の充実に取り組んでいます。しかし，依然として出生数の減少が継続し

ており，一層の取り組みが求められています。このため，保護者アンケート調査を実施し，子ど

も・子育て支援法に基づく「子ども・子育て支援事業計画」の策定を行う上での参考とすること

としました。 
 

(2) 調査の対象 

調査の対象は０歳～小学校６年生の子どものいる保護者全員です。 
 

(3) 調査の内容 

調査の内容は、回答者自身のことや家族のこと、父親，母親の就労状況、子育てと仕事の両

立に関すること、町が実施している子育て支援サービスに関すること、就学前及び小学生の子

どもの子育てに関することです。 

 

(4) 調査の方法 

調査の方法は次のとおりです。 

・託児所，保育所，幼稚園及び小学校に通っている子どもがいる保護者には、保育・教育施設

を通じての配布回収。 

・上記の施設に通っている子どもがいない保護者には、郵送での配布回収。 

 

(5) 調査の期間 

調査の期間は，平成26年２月25日(月)～３月14日(金)までとしましたが，できるだけ多くの方

の意見を参考にするため，平成26年３月31日（月）までに回収した調査票を有効としました。 

 

(6) 調査票の回収状況 

調査票の回収状況は，保護者389件でした。 
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２ 調査結果の概要 

 

(1) 回答者自身のことや家族について 

 

ア 住まい先 

回答者の住まい先は，「三和地区」が48.6％で最

も割合が高く ，次いで「神石地区」20.3％，「油木

地区」19.0％，「豊松地区」11.6％の順です。 

「町外」と答えた人は，出産・子育てで一時的に

帰郷している人です。 

 

 

 

 

 

 

 

イ 子どもとの続柄 

回答者の子どもとの続柄は，「母親」が87.4％，

「父親」11.6％，「その他」1.0％で，母親がほとん

どを占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 配偶者の有無 

配偶者については，「配偶者がいる」と答えた人

が90.7％でほとんどを占めています。 

 

 

 

 

図 住まい先 

図 回答者 

図 配偶者の有無 

Ｎ＝389
(％)

油木
19.0

神石
20.3

豊松
11.6

三和
48.6

町外
0.3

無回答
0.3

Ｎ＝389
(％)

母親
87.4

父親
11.6

その他
1.0

Ｎ＝389
(％)

配偶者がいる
90.7

配偶者はいない
8.5

無回答
0.8
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エ 子育てを主に行っている人 

子育てを主に行っている人は，「父母ともに」と

答えた人が57.6％で最も割合が高く，次いで「主に

母親」34.7％，「主に祖父母」3.9％，「主に父親」

1.0％の順で，主に父親と母親で子育てを行ってい

ると答えた人が９割以上になっています。  

 

 

 

 

 

 

オ 子どもをみてもらえる親族・知人の有無 

子どもをみてもらえる親族・知人の有無をみると，「日常的に祖父母等の親族にみてもらえ

る」と答えた人が53.7％で最も割合が高く，次いで「緊急時もしくは用事の際には祖父母等の

親族にみてもらえる」47.3％，「緊急時もしくは用事の際には子どもをみてもらえる友人・知

人がいる」10.5％の順です。一方，「いずれもいない」と答えた人は5.7％で，緊急時もしくは

用事の際には親族・知人に子どもをみてもらえる人がほとんどを占めています。 

 

図 子どもをみてもらえる親族・知人の有無（複数回答：いくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 子育てを主に行っている人 

Ｎ＝389
(％)

父母ともに
57.6

主に母親
34.7

主に父親
1.0

主に祖父母
3.9

その他
2.6 無回答

0.3

53.7

47.3

3.6

10.5

5.7

5.9

日常的に祖父母等の親族にみてもらえる

緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族
にみてもらえる

日常的に子どもをみてもらえる友人・知人が
いる

緊急時もしくは用事の際には子どもをみても
らえる友人・知人がいる

いずれもいない

無回答 Ｎ＝389
(％)
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カ 親族に子どもをみてもらっている状況について 

「日常的に祖父母等の親族にみてもらえる」または「緊急時もしくは用事の際には祖父母等

の親族にみてもらえる」と答えた人の親族に子どもをみてもらっている状況は次のとおりです。 

「祖父母等の親族の身体的・精神的な負担や時間的な制約を心配することなく，安心して子

どもをみてもらえる」と答えた人が61.6％で最も割合が高く，次いで「自分たち親の立場とし

て，負担をかけていることが心苦しい」27.4％，「祖父母等の親族の時間的制約や精神的な負

担が大きく心配である」16.1％，「祖父母等の親族の身体的負担が大きく心配である」14.3％，

「子どもの教育や発達にとってふさわしい環境であるか，少し不安がある」13.1％等の順です。 

 

図 親族に子どもをみてもらっている状況について（複数回答：いくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キ 友人・知人に子どもをみてもらっている状況について 

「日常的に子どもをみてもらえる友人・知人がいる」または「緊急時もしくは用事の際には

子どもをみてもらえる友人・知人がいる」と答えた人の友人・知人に子どもをみてもらってい

る状況は次のとおりです。 

「友人・知人の身体的・精神的な負担や時間的制約を心配することなく，安心して子どもを

みてもらえる」と答えた人が50.0％で最も割合が高く，次いで「友人・知人の時間的制約や精

神的な負担が大きく心配である」32.6％，「自分たち親の立場として，負担をかけていること

が心苦しい」30.4％等の順です。 

 

 

図 友人・知人に子どもをみてもらっている状況について（複数回答：いくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

61.6

14.3

16.1

27.4

13.1

3.9

2.4

祖父母等の親族の身体的・精神的な負担や時
間的制約を心配することなく，安心して子ど
もをみてもらえる

祖父母等の親族の身体的負担が大きく心配で
ある

祖父母等の親族の時間的制約や精神的な負担
が大きく心配である

自分たち親の立場として，負担をかけている
ことが心苦しい

子どもの教育や発達にとってふさわしい環境
であるか，少し不安がある

その他

無回答 Ｎ＝336
(％)

自分たち親の立場として，負担をかけている
ことが心苦しい

子どもの教育や発達にとってふさわしい環境
であるか，少し不安がある

50.0

6.5

32.6

30.4

2.2

2.2

10.9

友人・知人の身体的・精神的な負担や時間的
制約を心配することなく，安心して子どもを
みてもらえる

友人・知人の身体的負担が大きく心配である

友人・知人の時間的制約や精神的な負担が大
きく心配である

その他

無回答 Ｎ＝46
(％)
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ク 子育ての相談をできる人・場所の有無 

子育てする上での相談を気軽にできる人または場

所について「いる／ある」と答えた人が85.9％でほ

とんどを占めています。一方，「いない／ない」と

答えた人が5.9％，実数で23件となっており，無回

答を含めると14.1％，実数で55件となっています。 

 

 

 

 

 

 

ケ 子育ての相談をしている人・場所 

子育てする上での相談を気軽にできる人または場所について「いる／ある」と答えた人の相

談先をみると，「友人や知人」80.2％，「祖父母等の親族」77.5％でこの２項目を挙げた人が大

部分を占めています。その他をみると，「保育士」17.7％，「かかりつけの医師」12.0％，「保

健所・保健センター」10.5％，「近所の人」9.9％，「幼稚園教諭」8.7％等の順です。 

 

 

図 子育ての相談をしている人・場所（複数回答：いくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 子育ての相談をできる人・ 

場所の有無 

Ｎ＝389
(％)

いる／ある
85.9

いない／
ない

5.9

無回答
8.2

77.5

80.2

9.9

5.4

10.5

17.7

8.7

3.6

12.0

0.9

6.3

祖父母等の親族

友人や知人

近所の人

子育て支援施設(児童館等)・NPO

保健所・保健センター

保育士

幼稚園教諭

民生委員・児童委員

かかりつけの医師

自治体の子育て関連担当窓口

その他

無回答 Ｎ＝334
(％)
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コ 子育てする上であればいいと思うサポート 

子育てする上であればいいと思うサポートについては101件の意見があり，保育の充実，子

育てに係る相談支援の充実，学童保育の充実等が挙げられています。 

 

表 子育てする上であればいいと思うこと 

項  目 
件数

(件) 

① 子育て情報・体験の場の充実 5 

② 子育てに係る相談支援の充実 17 

③ 親相互・親子の交流の場の充実 4 

④ 保育の充実 ・平日の延長保育（早朝，夜間） 4 

・緊急時，病児・病後児保育 14 

・土曜日・日祝日の保育 5 

・保育内容の充実等 4 

小  計 27 

⑤ 小中学生の通学手段の充実 3 

⑥ 学童保育の充実（開所時間の延長，土曜日・日祝日の実施等） 10 

⑦ 学習塾等の充実 5 

⑧ 子どもが集まり，交流できる場所の整備 6 

⑨ その他サポートして欲しいこと 16 

⑩ その他の意見 8 

合   計 101 
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(2) 父親，母親の就労状況 

 

ア 家庭類型 

母親，父親の就労状況（以下，「家庭類型」とい

う）は，「両親フルタイム（常時みてくれる人がい

る）」と答えた人が31.4％で最も割合が高く，次い

で「フルタイム＋アルバイト」26.0％，「両親フル

タイム（常時みてくれる人はいない）」13.6％，「フ

ルタイム＋専業主婦(夫)」12.1％，「ひとり親」

8.5％の順で，両親ともにフルタイムが５割弱にな

っています。 

 

 

イ 母親の就労状況 

 

(ｱ) 現在の就労状況 

母親の現在の就労状況は，「フルタイムで

就労しており，産休・育休・介護休業中では

ない」と答えた人が48.3％で最も割合が高く，

次いで「パート・アルバイト等で就労してお

り，産休・育休・介護休業中ではない」

26.0％，「以前は就労していたが，現在は就

労していない」12.1％，「フルタイムで就労

しているが，産休・育休・介護休業中であ

る」4.9％等の順で，フルタイムまたはパー

ト・アルバイト等で現在就労中の人が約3／4

を占めています。 

 

 

 

 

(ｲ) １週間の就労日数 

就労している人の１週間の就労日数は，フルタイムでは「５日」と答えた人が67.1％で最も

割合が高く，次いで「６日」26.5％の順で，週５～６日の人がほとんどを占めています。パー

ト・アルバイトでは「５日」と答えた人が40.4％で最も割合が高く，次いで「４日」21.1％，

「１～３日」19.3％，「６日」10.1％等の順で，就労日数は分散しています。 

 

図 1週間の就労日数 

 

 

 

 

 

Ｎ＝389
(％)

パート・アルバ
イト等で就労し
ているが，産休
・育休・介護休
業中である

2.1

フルタイムで就
労しており，産
休・育休・介護
休業中ではない

48.3

フルタイムで
就労している
が，産休・育
休・介護休業
中である

4.9

パート・アルバイ
ト等で就労してお
り，産休･育休･介
護休業中ではない

26.0

以前は就労していた
が，現在は就労して
いない

12.1

これまで就労した
ことがない

1.5
無回答
5.1

注：フルタイムは、１週５日程度・１日８時間程度の就労。
パート・アルバイト等は、「フルタイム」以外の就労。

図 現在の就労状況 

図 家庭類型 

Ｎ＝389
(％)両親フルタイム(常時

みてくれる人はいない)
13.6

ひとり
親
8.5

両親フルタイ
ム(常時みてく
れる人がいる)フルタイム＋

パート・アル
バイト

26.0

フルタイム＋
専業主婦(夫)

12.1

無回答
8.5

31.4

１～３日 ４日 ５日 ６日 ７日 無回答

7.0 7.6 57.9 20.9

3.5

3.2

0.5

67.1 26.6

3.9

1.4

19.3 21.1 40.4 10.1

2.8

6.4

全 体
Ｎ＝316

フ ル タ イ ム
Ｎ＝207

パート・アルバイト
Ｎ＝109

(％)
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(ｳ) １日の就労時間 

就労している人の１日の就労時間は，フルタイムでは「７～８時間」と答えた人が72.0％で

大部分を占めており，次いで「９～10時間」19.3％等の順です。パート・アルバイトでは「７

～８時間」と答えた人が44.0％で最も割合が高く，次いで「５～６時間」35.8％，「５時間未

満」10.1％等の順で，５～８時間未満の人が大部分を占めています。 

 

図 １日の就労時間 

 

 

 

 

 

 

 

(ｴ) 帰宅時刻 

就労している人の帰宅時刻は，フルタイムでは「18時台」と答えた人が51.2％で最も割合が

高く，次いで「19時台」19.8％，「17時以前」15.5％，「20時台」4.8％，「21時以降」3.4％の

順で，19時までに帰宅する人は約2／3です。パート・アルバイトは「17時以前」が61.5％で最

も割合が高く，次いで「18時台」24.8％等の順で，19時までに帰宅する人が86.3％とほとんど

を占めています。 

 

図 帰宅時刻 

 

 

 

 

 

 

 

(ｵ) パート・アルバイト等で就労している人の 

フルタイムへの転換希望 

パート・アルバイト等で就労している人のフルタ

イムへの転換希望は，「パート・アルバイト等の就

労を続けることを希望」と答えた人が60.6％で最も

割合が高く，次いで「フルタイムへの転換希望はあ

るが，実現できる見込みはない」18.3％，「フルタ

イムへの転換希望があり，実現できる見込みがあ

る」5.5％，「パート・アルバイト等をやめて子育て

に専念したい」4.6％の順です。 

 

 

全 体
Ｎ＝316

フ ル タ イ ム
Ｎ＝207

パート・アルバイト
Ｎ＝109

3.8

12.7 62.3 13.9

4.1

72.0 19.3 6.3

10.1 35.8 44.0

3.7

6.4

５時間未満 ５～６時間 ７～８時間

９～10時間 11時間以上 無回答

3.2

1.4

0.5

(％)

全 体
Ｎ＝316

フ ル タ イ ム
Ｎ＝207

パート・アルバイト
Ｎ＝109

17時以前 18時台 19時台 20時台 21時以降 無回答

31.3 42.1 13.9

3.8 2.2

6.6

15.5 51.2 19.8
4.8 3.4

5.3

61.5 24.8
2.8 1.8

9.2

(％)

Ｎ＝109
(％)

フルタイムへの転換
希望があり，実現で
きる見込みがある

5.5

フルタイムへ
の転換希望は
あるが，実現
できる見込み
はない

18.3

パート・アルバイト等の
就労を続けることを希望

60.6

パート・アルバ
イト等をやめて
子育てや家事に
専念したい

4.6
無回答
11.0

図 フルタイムへの転換希望 
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(ｶ) 現在就労していない人の就労意向 

現在就労していない人の就労意向は，「１年より

先，一番下の子どもがある程度大きくなったころに

就労したい」と答えた人が43.4％で最も割合が高く，

次いで「すぐにでも，もしくは１年以内に就労した

い」30.2％，「子育てや家事などに専念したい（就

労予定はない）」20.8％の順です。 

 

 

 

 

 

ウ 父親の就労状況 

 

(ｱ) 現在の就労状況 

父親の現在の就労状況は，「フルタイムで

就労しており，産休・育休・介護休業中では

ない」と答えた人が86.6％でほとんどを占め

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ｲ) １週間の就労日数 

就労している人の１週間の就労日数は，フルタイムでは「６日」と答えた人が49.6％で最も

割合が高く，次いで「５日」42.7％の順で，週５～６日の人がほとんどを占めています。パー

ト・アルバイトでは「５日」が80.0％（４人）です。 

 

図 １週間の就労日数 

 

 

 

 

 

 

 

図 就労意向 

Ｎ＝53
(％)

子育てや家事などに
専念したい（就労の
予定はない）

20.8

１年より先，一番
下の子どもがある
程度大きくなった
ころに就労したい

43.4

すぐにでも，
もしくは１年
以内に就労し
たい

30.2

無回答
5.7

図 現在の就労状況 

Ｎ＝389
(％)

86.6

0.5

1.3

1.0

無回答
10.5

以前は就労していた
が，現在は就労して
いない

フルタイムで就労して
おり，産休・育休・介
護休業中ではない

パート・アルバイ
ト等で就労してお
り，産休･育休･介
護休業中ではない

フルタイムで
就労している
が，産休・育
休・介護休業
中である

全 体
Ｎ＝344

フ ル タ イ ム
Ｎ＝339

パート・アルバイト
Ｎ＝５

３～４日 ５日 ６日 ７日 無回答

1.5

42.7 48.8

4.7

2.3

1.2

42.2 49.6

4.7

2.4

20.0 80.0

(％)
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(ｳ) １日の就労時間 

就労している人の１日の就労時間は，フルタイムでは「７～８時間」と答えた人が47.8％で

最も割合が高く，次いで「９～10時間」33.0％等の順です。パート・アルバイトでは「７～８

時間」と答えた人が80.0％（４人）です。 
 

図 １日の就労時間 

 

 

 

 

 

 

(ｴ) 帰宅時刻 

就労している人の帰宅時刻は，フルタイムでは「18時台」と答えた人が30.1％で最も割合が

高く，次いで「19時台」26.5％，「20時台」15.3％，「17時以前」12.1％，「21時以降」10.9％

の順で，母親より帰宅時間が遅くなっています。パート・アルバイトでは「18時台」と答えた

人が80.0％（４人）です。 
 

図 帰宅時刻 

 

 

 

 

 

 

全 体
Ｎ＝344

フ ル タ イ ム
Ｎ＝339

パート・アルバイト
Ｎ＝５

0.6

48.3 32.6 15.4

0.6

47.8 33.0 15.3

80.0 20.0

７時間未満 ７～８時間 ９～10時間

11時間以上 無回答

3.2

3.2

(％)

全 体
Ｎ＝344

フ ル タ イ ム
Ｎ＝339

パート・アルバイト
Ｎ＝５

11.9 30.8 26.2 15.1 11.0 4.9

12.1 30.1 26.5 15.3 10.9 5.0

80.0 20.0

17時以前 18時台 19時台 20時台 21時以降 無回答(％)
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(3) 子育てと仕事の両立について 
 

ア 母親 
 

(ｱ) 育児休業の取得状況 

育児休業を「取得していない」と答えた人は，フルタイムで22.7％，パート・アルバイトで

20.2％，就労していない20.8％です。 
 

図 育児休業の取得状況 

 

 

 

 

 

 

 

(ｲ) 育児休業を取得しなかった理由 

育児休業を取得しなかった理由をみると，フルタイムでは「収入減となり，経済的に苦しく

なる」と答えた人が40.4％で最も割合が高く，次いで「仕事が忙しかった」及び「職場に育児

休業の制度がなかった（就業規則に定めがなかった）」23.4％等の順です。パート・アルバイ

トでは「子育てや家事に専念するために退職した」と答えた人が22.7％で最も割合が高く，次

いで「職場に育児休業制度がなかった（就業規則の定めがなかった）」18.2％等の順です。ま

た，その他の内容としては「農業等の自由業のため」と答えた人が多くなっています。就労し

ていない人では「子育てや家事に専念するために退職した」と答えた人が72.7％で大部分を占

めています。 
 

図 育児休業を取得しなかった理由（複数回答：いくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全 体
Ｎ＝389

フ ル タ イ ム
Ｎ＝207

パート・アルバイト
Ｎ＝109

働いていなかった 取得した（取得中である）

取得していない 無回答

40.6 32.6 21.1 5.7

29.0 45.9 22.7 2.4

52.3 24.8 20.2 2.8

69.8 7.5 20.8 1.9就 労 し て い な い
Ｎ＝53

(％)

13.4

18.3

3.7

3.7

28.0

7.3

11.0

24.4

19.5

6.1

1.2

3.7

19.5

1.2

職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった

仕事が忙しかった

（産休後に）仕事に早く復帰したかった

仕事に戻るのが難しそうだった

昇給・昇格などが遅れそうだった

収入減となり，経済的に苦しくなる

保育所（園）などに預けることができた

配偶者が育児休業制度を利用した

配偶者が無職，祖父母等の親族にみてもらえ
るなど，制度を利用する必要がなかった

子育てや家事に専念するため退職した

職場に育児休業の制度がなかった（就業規則
に定めがなかった）

有期雇用のため育児休業の取得要件を満たさ
なかった

育児休業を取得できることを知らなかった

産前産後の休暇（産前６週間，産後８週間）
を取得できることを知らず，退職した

その他

無回答

14.9

23.4

4.3

6.4

40.4

8.5

14.9

12.8

23.4

6.4

2.1

2.1

14.9

2.1

13.6

9.1

13.6

4.5

9.1

22.7

18.2

9.1

4.5

36.4

9.1

9.1

9.1

9.1

9.1

72.7

9.1

9.1

9.1

全 体
Ｎ＝82

フルタイム
Ｎ＝47

パート・アルバ
イト Ｎ＝22

就労していない
Ｎ＝11

(％)

注：折れ線グラフは，全体の割合。
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イ 父親 

 

(ｱ) 育児休業の取得状況 

育児休業を「取得していない」と答えた人が

88.9％でほとんどを占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ｲ) 育児休業を取得しなかった理由 

育児休業を取得しなかった理由としては，「配偶者が無職，祖父母等の親族にみてもらえる

など，制度を利用する必要がなかった」と答えた人が35.0％で最も割合が高く，次いで「仕事

が忙しかった」29.8％，「収入減となり，経済的に苦しくなる」28.9％，「配偶者が育児休業制

度を利用した」28.0％，「職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった」22.3％等の順です。 

 

図 育児休業を取得しなかった理由（複数回答：いくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 育児休業の取得状況 

Ｎ＝389
(％)

働いてい
なかった

0.5

取得した
(取得中
である)
1.3

取得していない
88.9

無回答
9.3

配偶者が無職，祖父母等の親族にみてもらえ
るなど，制度を利用する必要がなかった

職場に育児休業の制度がなかった（就業規則
に定めがなかった）

有期雇用のため育児休業の取得要件を満たさ
なかった

22.3

29.8

4.6

2.3

28.9

3.5

28.0

35.0

14.5

0.9

2.3

7.2

1.7

職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった

仕事が忙しかった

仕事に戻るのが難しそうだった

昇給・昇格などが遅れそうだった

収入減となり，経済的に苦しくなる

保育所（園）などに預けることができた

配偶者が育児休業制度を利用した

子育てや家事に専念するため退職した

育児休業を取得できることを知らなかった

その他

無回答 Ｎ＝346
(％)
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ウ 育児休業給付の支給，健康保険及び厚生年金の保険料免除制度の認知状況 

育児休業給付の支給，健康保険及び厚生年金の保険料免除制度の認知状況をみると，「育児

休業給付，保険料免除のいずれも知らなかった」と答えた人が33.9％で最も割合が高く，次い

で「育児休業給付，保険料免除のいずれも知っていた」32.1％，「育児休業給付のみ知ってい

た」26.2％等の順です。 

家庭類型別に「育児休業給付，保険料免除のいずれも知らなかった」と答えた人をみると，

ひとり親，フルタイム＋パートの世帯で約４割と高い割合になっており，その他の家庭類型に

おいても３割前後になっています。 

 

 

図 育児休業給付の支給，健康保険及び厚生年金の保険料免除制度の認知状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

32.1 26.2

1.0

33.9 6.7

12.1 12.1 39.4 36.4

42.6 22.1

1.6

31.1 2.5

37.7 32.1

1.9

26.4 1.9

29.7 29.7 39.6 1.0

29.8 29.8

2.1

34.0 4.3

両親フルタイム(常時みて
くれる人がいる) Ｎ＝122

両親フルタイム(常時みて
くれる人はいない)Ｎ＝53

フルタイム＋パート･アル
バイト Ｎ＝101

フルタイム＋専業主婦(夫)
Ｎ＝47

全 体
Ｎ＝389

ひ と り 親
Ｎ＝33

育児休業給付，保険料免除のいずれも知っていた

育児休業給付のみ知っていた 保険料免除のみ知っていた

育児休業給付，保険料免除のいずれも知らなかった 無回答
(％)
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(4) 町が実施している子育て支援サービスについて 

 

ア 乳幼児健診 

 

(ｱ) 認知状況 

乳幼児健診を「知っている」と答えた人は95.4％でほとんどを占めており，家庭類型別にみ

ると，ひとり親の世帯で割合がやや低くなっています。 

 

図 認知状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ｲ) 利用状況 

乳幼児健診を「子どもが該当年齢の時に利用した」と答えた人は92.7％でほとんどを占めて

おり，家庭類型別にみると，フルタイム＋専業主婦(夫)で84.1％と割合がやや低くなっていま

す。 

 

図 利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

両親フルタイム(常時みて
くれる人がいる) Ｎ＝122

両親フルタイム(常時みて
くれる人はいない)Ｎ＝53

フルタイム＋パート･アル
バイト Ｎ＝101

フルタイム＋専業主婦(夫)
Ｎ＝47

全 体
Ｎ＝389

ひ と り 親
Ｎ＝33

(％)知っている 知らなかった 無回答

95.4

3.1

1.5

87.9 9.1 3.0

96.7 1.6

96.2 1.9

97.0

2.0

1.0

93.6 6.4

両親フルタイム(常時みて
くれる人がいる) Ｎ＝118

両親フルタイム(常時みて
くれる人はいない)Ｎ＝51

フルタイム＋パート･アル
バイト Ｎ＝98

フルタイム＋専業主婦(夫)
Ｎ＝44

全 体
Ｎ＝371

ひ と り 親
Ｎ＝29

(％)

子どもが該当年齢の時に利用した

子どもが該当年齢の時に利用しなかった

子どもが該当年齢でないので利用したことがない

無回答

92.7
2.2 2.7

2.4

93.1 6.9

94.9
0.8

4.2

92.2
2.0 3.9

2.0

93.9
3.1 2.0

1.0

84.1 13.6 2.3
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(ｳ) 満足度 

乳幼児健診を利用した人の満足度（「満足」と「どちらかといえば満足」を合わせた割合）

は83.1％で，大部分の人が満足しており，家庭類型別にみると，各家庭類型ともに80％前後で

す。 
 

図 満足度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ｴ) 不満な理由 

乳幼児健診を利用した人で「不満」または「どちらかといえば不満」と答えた人の不満な内

容としては、子どもの成長について不安になる言い方をされること, 健診内容に関すること、

待ち時間が長い，時間がかかること、乳幼児健診が昼寝の時間と重なること、健診時期に関す

ることなどが挙げられています。 

 

イ 離乳食教室・幼児食の個別相談 

 

(ｱ) 認知状況 

離乳食教室・幼児食の個別相談を「知っている」と答えた人は71.7％で，家庭類型別にみる

と，ひとり親では45.5％と割合が低くなっています。 

 

図 認知状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

両親フルタイム(常時みて
くれる人がいる) Ｎ＝112

両親フルタイム(常時みて
くれる人はいない)Ｎ＝47

フルタイム＋パート･アル
バイト Ｎ＝92

フルタイム＋専業主婦(夫)
Ｎ＝37

全 体
Ｎ＝344

ひ と り 親
Ｎ＝27

(％)

満足 どちらかといえば満足

どちらかといえば不満 不満 無回答

30.5 52.6 12.8

1.5

2.6

25.9 59.3 7.4 3.7

27.7 55.4 12.5

1.8

2.7

38.3 51.1 6.4 4.3

30.4 47.8 19.6 2.2

40.5 40.5 13.5 2.7

両親フルタイム(常時みて
くれる人がいる) Ｎ＝122

両親フルタイム(常時みて
くれる人はいない)Ｎ＝53

フルタイム＋パート･アル
バイト Ｎ＝101

フルタイム＋専業主婦(夫)
Ｎ＝47

全 体
Ｎ＝389

ひ と り 親
Ｎ＝33

(％)知っている 知らなかった 無回答

71.7 25.7 2.6

45.5 48.5 6.1

70.5 27.0 2.5

79.2 17.0 3.8

72.3 26.7 1.0

80.9 19.1
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(ｲ) 利用状況 

離乳食教室・幼児食の個別相談を「子どもが該当年齢の時に利用した」と答えた人は60.9％

で，家庭類型別にみると，ひとり親40.0％，両親フルタイム（常時みてくれる人はいない）

50.0％で，これらの家庭類型で割合が低くなっています。 

 

図 利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ｳ) 満足度 

離乳食教室・幼児食の個別相談を利用した人の満足度（「満足」と「どちらかといえば満

足」を合わせた割合）は94.1％でほとんどを占めており，家庭類型別にみると，ひとり親では

66.6％と割合が低くなっています。 
 

図 満足度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ｴ) 不満な理由 

離乳食教室・幼児食の個別相談を利用した人で，「不満」または「どちらかといえば不満」

と答えた人の不満な内容としては，指導内容，回数が少ないことなどが挙げられています。 

 

両親フルタイム(常時みて
くれる人がいる) Ｎ＝86

両親フルタイム(常時みて
くれる人はいない)Ｎ＝42

フルタイム＋パート･アル
バイト Ｎ＝73

フルタイム＋専業主婦(夫)
Ｎ＝38

全 体
Ｎ＝279

ひ と り 親
Ｎ＝15

(％)

子どもが該当年齢の時に利用した

子どもが該当年齢の時に利用しなかった

子どもが該当年齢でないので利用したことがない

無回答

60.9 31.9

4.3

2.9

40.0 60.0

62.8 30.2

2.3

4.7

50.0 35.7 11.9 2.4

64.4 32.9 1.4

65.8 23.7 7.9 2.6

両親フルタイム(常時みて
くれる人がいる) Ｎ＝54

両親フルタイム(常時みて
くれる人はいない)Ｎ＝21

フルタイム＋パート･アル
バイト Ｎ＝47

フルタイム＋専業主婦(夫)
Ｎ＝25

全 体
Ｎ＝170

ひ と り 親
Ｎ＝６

(％)

満足 どちらかといえば満足

どちらかといえば不満 不満 無回答

36.5 57.6

2.4

1.8

33.3 33.3 16.7 16.7

29.6 64.8

1.9

3.7

33.3 66.7

51.1 48.9

28.0 60.0 8.0 4.0
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ウ 幼児等インフルエンザ予防接種事業 

 

(ｱ) 認知状況 

幼児等インフルエンザ予防接種事業を「知っている」と答えた人は86.4％で，家庭類型別に

みると，ひとり親とフルタイム＋専業主婦(夫)で70％台と割合が低くなっています。 
 

図 認知状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ｲ) 利用状況 

幼児等インフルエンザ予防接種事業を「利用した」と答えた人は72.6％で，家庭類型別にみ

ると，各家庭類型ともに70％前後になっています。 
 

図 利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ｳ) 満足度 

幼児等インフルエンザ予防接種事業を利用した人の満足度（「満足」と「どちらかといえば

満足」を合わせた割合）は85.3％でほとんどを占めており，家庭類型別にみると，ひとり親が

75.0％で割合がやや低くなっています。 
 

図 満足度 

 

 

 

 

 

 

 

 

両親フルタイム(常時みて
くれる人がいる) Ｎ＝122

両親フルタイム(常時みて
くれる人はいない)Ｎ＝53

フルタイム＋パート･アル
バイト Ｎ＝101

フルタイム＋専業主婦(夫)
Ｎ＝47

全 体
Ｎ＝389

ひ と り 親
Ｎ＝33

(％)知っている 知らなかった 無回答

86.4 11.6 2.1

72.7 24.2 3.0

90.2 8.2 1.6

88.7 7.5 3.8

93.1 5.9 1.0

72.3 27.7

両親フルタイム(常時みて
くれる人がいる) Ｎ＝110

両親フルタイム(常時みて
くれる人はいない)Ｎ＝47

フルタイム＋パート･アル
バイト Ｎ＝94

フルタイム＋専業主婦(夫)
Ｎ＝34

全 体
Ｎ＝336

ひ と り 親
Ｎ＝24

(％)

72.6 25.6 1.8

66.7 33.3

70.0 27.3 2.7

74.5 25.5

78.7 19.1 2.1

67.6 29.4 2.9

利用した 利用しなかった 無回答

両親フルタイム(常時みて
くれる人がいる) Ｎ＝77

両親フルタイム(常時みて
くれる人はいない)Ｎ＝35

フルタイム＋パート･アル
バイト Ｎ＝74

フルタイム＋専業主婦(夫)
Ｎ＝23

全 体
Ｎ＝244

ひ と り 親
Ｎ＝16

(％)

満足 どちらかといえば満足

どちらかといえば不満 不満 無回答

57.4 27.9 9.8

3.3

1.6

37.5 37.5 12.5 12.5

53.2 28.6 7.8 7.8 2.6

57.1 25.7 14.3 2.9

64.9 23.0 10.8 1.4

60.9 34.8 4.3
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(ｴ) 不満な理由 

幼児等インフルエンザ予防接種事業を利用した人で，「不満」または「どちらかといえば不

満」と答えた人の不満な内容としては，補助額が少ないことを挙げた人が多くなっています。 

 

エ 歯科検診・フッ素塗布・ブラッシング指導 

 

(ｱ) 認知状況 

歯科検診・フッ素塗布・ブラッシング指導を「知っている」と答えた人は91.8％でほとんど

を占めており，家庭類型別にみると，両親フルタイム（常時みてくれる人はいない）84.9％，

フルタイム＋専業主婦(夫)80.9％で，これらの家庭類型で割合がやや低くなっています。 

 

図 認知状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ｲ) 利用状況 

歯科検診・フッ素塗布・ブラッシング指導を「利用した」と答えた人は73.9％で，家庭類型

別にみると，各家庭類型ともに70％前後です。 

 

図 利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

両親フルタイム(常時みて
くれる人がいる) Ｎ＝122

両親フルタイム(常時みて
くれる人はいない)Ｎ＝53

フルタイム＋パート･アル
バイト Ｎ＝101

フルタイム＋専業主婦(夫)
Ｎ＝47

全 体
Ｎ＝389

ひ と り 親
Ｎ＝33

(％)
知っている 知らなかった 無回答

91.8 6.2 2.1

90.9

3.0

6.1

95.1

3.3

1.6

84.9 11.3 3.8

94.1

4.0

2.0

80.9 19.1

両親フルタイム(常時みて
くれる人がいる) Ｎ＝116

両親フルタイム(常時みて
くれる人はいない)Ｎ＝45

フルタイム＋パート･アル
バイト Ｎ＝95

フルタイム＋専業主婦(夫)
Ｎ＝38

全 体
Ｎ＝357

ひ と り 親
Ｎ＝30

(％)利用した 利用しなかった 無回答

73.9 22.7 3.4

70.0 26.7 3.3

69.0 24.1 6.9

77.8 22.2

76.8 21.1 2.1

73.7 26.3
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(ｳ) 満足度 

歯科検診・フッ素塗布・ブラッシング指導を利用した人の満足度（「満足」と「どちらかと

いえば満足」を合わせた割合）は90.5％でほとんどを占めており，家庭類型別にみると，各家

庭類型ともに90％前後です。 
 

図 満足度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ｴ) 不満な理由 

歯科検診・フッ素塗布・ブラッシング指導を利用した人で，「不満」または「どちらかとい

えば不満」と答えた人の不満な内容としては、フッ素塗布の回数が少ないこと、町外で歯科健

診を受けることができないことなどが挙げられています。 

 

オ マタニティスクール 

 

(ｱ) 認知状況 

マタニティスクールを「知っている」と答えた人は57.8％で，家庭類型別にみると，ひとり

親が27.3％で，他の家庭類型に比べて割合が非常に低くなっています。 

 

図 認知状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

両親フルタイム(常時みて
くれる人がいる) Ｎ＝80

両親フルタイム(常時みて
くれる人はいない)Ｎ＝35

フルタイム＋パート･アル
バイト Ｎ＝73

フルタイム＋専業主婦(夫)
Ｎ＝28

全 体
Ｎ＝264

ひ と り 親
Ｎ＝21

(％)

満足 どちらかといえば満足

どちらかといえば不満 不満 無回答

61.0 29.5 6.8

1.1

1.5

57.1 38.1 4.8

60.0 27.5 10.0 1.3

65.7 25.7 5.7 2.9

60.3 30.1 6.8 2.7

71.4 21.4 3.6

両親フルタイム(常時みて
くれる人がいる) Ｎ＝122

両親フルタイム(常時みて
くれる人はいない)Ｎ＝53

フルタイム＋パート･アル
バイト Ｎ＝101

フルタイム＋専業主婦(夫)
Ｎ＝47

全 体
Ｎ＝389

ひ と り 親
Ｎ＝33

(％)知っている 知らなかった 無回答

57.8 39.3 2.8

27.3 60.6 12.1

60.7 36.9 2.5

60.4 35.8 3.8

62.4 36.6 1.0

61.7 38.3
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(ｲ) 利用状況 

マタニティスクールを「利用した」と答えた人は46.2％になっており，家庭類型別にみると，

ひとり親33.3％，両親フルタイム（常時みてくれる人はいない）37.5％で，これら家庭類型の

割合がやや低くなっています。 

 

図 利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ｳ) 満足度 

マタニティスクールを利用した人の満足度（「満足」と「どちらかといえば満足」を合わせ

た割合）は99.0％になっており，家庭類型別にみると，各家庭類型ともに同様の割合になって

います。 
 

図 満足度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

両親フルタイム(常時みて
くれる人がいる) Ｎ＝74

両親フルタイム(常時みて
くれる人はいない)Ｎ＝32

フルタイム＋パート･アル
バイト Ｎ＝63

フルタイム＋専業主婦(夫)
Ｎ＝29

全 体
Ｎ＝225

ひ と り 親
Ｎ＝９

(％)利用した 利用しなかった 無回答

46.2 51.1 2.7

33.3 66.7

43.2 52.7 4.1

37.5 62.5

50.8 49.2

55.2 37.9 6.9

両親フルタイム(常時みて
くれる人がいる) Ｎ＝32

両親フルタイム(常時みて
くれる人はいない)Ｎ＝12

フルタイム＋パート･アル
バイト Ｎ＝32

フルタイム＋専業主婦(夫)
Ｎ＝16

全 体
Ｎ＝104

ひ と り 親
Ｎ＝３

(％)

満足 どちらかといえば満足

どちらかといえば不満 不満 無回答

50.0 49.0 1.0

66.7 33.3

50.0 50.0

41.7 58.3

53.1 46.9

50.0 50.0
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カ 子育て・定住支援事業 

 

(ｱ) 認知状況 

子育て・定住支援事業を「知っている」と答えた人は84.6％でほとんどを占めており，家庭

類型別にみると，フルタイム＋専業主婦(夫)で63.8％と割合が低くなっています。 

 

図 認知状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ｲ) 利用状況 

子育て・定住支援事業を「利用した」と答えた人は73.9％になっており，家庭類型別にみる

と，フルタイム＋専業主婦(夫)で40.0％と割合が低くなっています。 

 

図 利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ｳ) 満足度 

子育て・定住支援事業を利用した人の満足度（「満足」と「どちらかといえば満足」を合わ

せた割合）は92.6％になっており，家庭類型別にみると，各家庭類型ともに90％以上になって

います。 

図 満足度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

両親フルタイム(常時みて
くれる人がいる) Ｎ＝122

両親フルタイム(常時みて
くれる人はいない)Ｎ＝53

フルタイム＋パート･アル
バイト Ｎ＝101

フルタイム＋専業主婦(夫)
Ｎ＝47

全 体
Ｎ＝389

ひ と り 親
Ｎ＝33

(％)知っている 知らなかった 無回答

84.6 12.6 2.8

87.9 9.1 3.0

85.2 11.5 3.3

86.8 9.4 3.8

91.1 6.9 2.0

63.8 34.0 2.1

両親フルタイム(常時みて
くれる人がいる) Ｎ＝104

両親フルタイム(常時みて
くれる人はいない)Ｎ＝46

フルタイム＋パート･アル
バイト Ｎ＝92

フルタイム＋専業主婦(夫)
Ｎ＝30

全 体
Ｎ＝329

ひ と り 親
Ｎ＝29

(％)利用した 利用しなかった 無回答

73.9 10.9 15.2

65.5 10.3 24.1

76.0 11.5 12.5

69.6 19.6 10.9

82.6 6.5 10.9

40.0 16.7 43.3

両親フルタイム(常時みて
くれる人がいる) Ｎ＝79

両親フルタイム(常時みて
くれる人はいない)Ｎ＝32

フルタイム＋パート･アル
バイト Ｎ＝76

フルタイム＋専業主婦(夫)
Ｎ＝12

全 体
Ｎ＝246

ひ と り 親
Ｎ＝19

(％)

満足 どちらかといえば満足

どちらかといえば不満 不満 無回答

67.9 24.7

2.1 3.3

2.1

63.2 36.8

69.6 24.1

1.3

3.8

71.9 18.8 6.3 3.1

63.2 27.6

2.6

5.3 1.3

75.0 16.7 8.3
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キ 神石さわやかネットやシルバー人材センターのサービス 
 

(ｱ) 認知状況 

神石さわやかネットやシルバー人材センターのサービスを「知っている」と答えた人は

64.3％で，家庭類型別にみると，フルタイム＋専業主婦(夫)48.9％，ひとり親57.6％で，これ

らの家庭類型で割合が低くなっています。 
 

図 認知状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ｲ) 利用状況 

神石さわやかネットやシルバー人材センターのサービスを「利用した」と答えた人は25.2％

で，ひとり親で36.8％と割合が高い一方で，フルタイム＋専業主婦(夫)で13.0％と割合が低く

なっています。 
 

図 利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ｳ) 満足度 

神石さわやかネットやシルバー人材センターのサービス利用した人の満足度（「満足」と

「どちらかといえば満足」を合わせた割合）は92.1％でほとんどを占めており，家庭類型別に

みると，各家庭類型ともに90％以上になっています。 
 

図 満足度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

両親フルタイム(常時みて
くれる人がいる) Ｎ＝122

両親フルタイム(常時みて
くれる人はいない)Ｎ＝53

フルタイム＋パート･アル
バイト Ｎ＝101

フルタイム＋専業主婦(夫)
Ｎ＝47

全 体
Ｎ＝389

ひ と り 親
Ｎ＝33

(％)
知っている 知らなかった 無回答

64.3 33.7 2.1

57.6 39.4 3.0

65.6 32.0 2.5

67.9 28.3 3.8

73.3 25.7 1.0

48.9 51.1

両親フルタイム(常時みて
くれる人がいる) Ｎ＝80

両親フルタイム(常時みて
くれる人はいない)Ｎ＝36

フルタイム＋パート･アル
バイト Ｎ＝74

フルタイム＋専業主婦(夫)
Ｎ＝23

全 体
Ｎ＝250

ひ と り 親
Ｎ＝19

(％)利用した 利用しなかった 無回答

25.2 71.6 3.2

36.8 57.9 5.3

26.3 67.5 6.3

30.6 66.7 2.8

20.3 79.7

13.0 82.6 4.3

両親フルタイム(常時みて
くれる人がいる) Ｎ＝21

両親フルタイム(常時みて
くれる人はいない)Ｎ＝11

フルタイム＋パート･アル
バイト Ｎ＝15

フルタイム＋専業主婦(夫)
Ｎ＝３

全 体
Ｎ＝63

ひ と り 親
Ｎ＝７

(％)

満足 どちらかといえば満足

どちらかといえば不満 不満 無回答

61.9 30.2
4.8

1.6

85.7 14.3

52.4 47.6

72.7 18.2 9.1

66.7 26.7 6.7

66.7 33.3
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ク 町が実施しているサービスの比較 

町が実施しているサービスの認知状況をみると，乳幼児健診が95.4％で最も割合が高く，次

いで歯科検診・フッ素塗布・ブラッシング指導91.8％，幼児等インフルエンザ予防接種補助事

業86.4.％，子育て・定住支援事業84.6％，離乳食教室・幼児食の個別相談71.7％，神石さわ

やかネットやシルバー人材センターのサービス64.3％，マタニティスクール57.8％の順です。 

利用状況をみると，乳幼児健診が92.7％で最も割合が高く，次いで歯科検診・フッ素塗布・

ブラッシング指導及び子育て・定住支援事業73.9％，幼児等インフルエンザ予防接種補助事業

72.6％，離乳食教室・幼児食の個別相談60.9％，マタニティスクール46.2％，神石さわやかネ

ットやシルバー人材センターのサービス25.2％の順です。 

満足度（「満足」と「どちらかといえば満足」を合わせた割合）をみると，マタニティスク

ールが99.0％で最も割合が高く，次いで離乳食教室・幼児食の個別相談94.1％，子育て・定住

支援事業92.6％，神石さわやかネットやシルバー人材センターのサービス92.1％，歯科検診・

フッ素塗布・ブラッシング指導90.5％，幼児等インフルエンザ予防接種補助事業85.3％，乳幼

児健診83.1％の順です。 

 

 

表 町が実施しているサービスの状況 

区 
 

分 

家
庭
類
型 

乳
幼
児
健
診 

離
乳
食
教
室
・
幼
児
食

の
個
別
相
談 

幼
児
等
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
補
助
事
業 

歯
科
検
診
等 

マ
タ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル 

子
育
て
・
定
住
支
援
事

業 神
石
さ
わ
や
か
ネ
ッ
ト 

等 

認
知
状
況 

全体 95.4 71.7 86.4 91.8 57.8 84.6 64.3 

ひとり親 87.9 45.5 72.7 90.9 27.3 87.9 57.6 

両親フルタイム（常時みる人がいる） 96.7 70.5 90.2 95.1 60.7 85.2 65.6 

両親フルタイム（常時みる人がいない） 96.2 79.2 88.7 84.9 60.4 86.8 67.9 

フルタイム＋パート・アルバイト 97.0 72.3 93.1 94.1 62.4 91.1 73.3 

フルタイム＋専業主婦(夫) 93.6 80.9 72.3 80.9 61.7 63.8 48.9 

利
用
状
況 

全体 92.7 60.9 72.6 73.9 46.2 73.9 25.2 

ひとり親 93.1 40.0 66.7 70.0 33.3 65.5 36.8 

両親フルタイム（常時みる人がいる） 94.9 62.8 70.0 69.0 43.2 76.0 26.3 

両親フルタイム（常時みる人がいない） 92.2 50.0 74.5 77.8 37.5 69.6 30.6 

フルタイム＋パート・アルバイト 93.9 64.4 78.7 76.8 50.8 82.6 20.3 

フルタイム＋専業主婦(夫) 84.1 65.8 67.6 73.7 55.2 40.0 13.0 

満
足
度 

全体 83.1 94.1 85.3 90.5 99.0 92.6 92.1 

ひとり親 85.2 66.6 75.0 95.2 100.0 100.0 100.0 

両親フルタイム（常時みる人がいる） 83.1 94.4 81.8 87.5 100.0 93.7 100.0 

両親フルタイム（常時みる人がいない） 89.4 100.0 82.8 91.4 100.0 90.7 90.9 

フルタイム＋パート・アルバイト 78.2 100.0 87.9 90.4 100.0 90.8 93.4 

フルタイム＋専業主婦(夫) 81.0 88.0 95.7 92.8 100.0 91.7 100.0 
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(5) 就学前の子どもの子育てについて 

就学前の子どもがいる家庭の子どもの年齢は，「５歳」が30.0％で最も割合が高く，次いで

「４歳」23.2％，「６歳」19.1％等の順で，０～３歳は15％前後です。 

 

 

図 就学前の子どもがいる家庭の子どもの年齢（複数回答：いくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5)-1 平日の定期的な教育・保育事業の利用について 

 

ア 平日の定期的な教育・保育事業の利用状況 

平日の定期的な教育・保育事業を「利用している」と答えた人は82.3％で大部分を占めてい

ます。 

家庭類型別に平日の定期的な教育・保育事業を「利用している」と答えた人をみると，両親

フルタイム（常時みてくれる人はいない）が90.9％で最も割合が高く，次いでフルタイム＋パ

ート・アルバイト88.1％，両親フルタイム（常時みてくれる人がいる）78.5％，ひとり親

77.8％，フルタイム＋専業主婦(夫)68.4％の順です。 

 

 

図 平日の定期的な教育・保育事業の利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

両親フルタイム(常時みて
くれる人がいる) Ｎ＝65

両親フルタイム(常時みて
くれる人はいない)Ｎ＝33

フルタイム＋パート･アル
バイト Ｎ＝59

フルタイム＋専業主婦(夫)
Ｎ＝38

全 体
Ｎ＝220

ひ と り 親
Ｎ＝９

(％)

82.3 17.7

77.8 22.2

78.5 21.5

90.9 9.1

88.1 11.9

68.4 31.6

利用している 利用していない 無回答

Ｎ＝220
(％)

15.5

15.9

17.7

14.1

23.2

30.0

19.1

０歳

１歳

２歳

３歳

４歳

５歳

６歳



 - 25 - 

イ 年間を通じて平日の定期的な教育・保育事業を利用している人の状況 

 

(ｱ) 教育・保育事業の内容 

教育・保育事業の内容をみると，「認可保育所」と答えた人が72.4％で最も割合が高く，次

いで「幼稚園」22.7％等の順になっており，フルタイム＋専業主婦(夫)を除く各家庭類型とも

に同様の割合になっています。フルタイム＋専業主婦(夫)では「幼稚園」が42.3％と割合が高

くなっています。 

 

 

図 教育・保育事業の内容（複数回答：いくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

22.7

4.4

72.4

3.3

1.7

2.2

幼稚園

幼稚園の預かり保育

認可保育所

認定こども園

家庭的保育

事業所内保育施設

自治体の認証・認定保育施設

その他の認可外の保育施設

居宅訪問型保育

ファミリー・サポート・センター

その他

無回答

14.3

100.0

14.3

31.4

5.9

58.8

5.9

3.9

3.9

13.3

3.3

80.0

3.3

3.3

3.3

15.4

1.9

82.7

1.9

42.3

3.8

57.7

両親フル
タイム
(常時みて
くれる人
がいる)
Ｎ＝51

両親フル
タイム
(常時みて
くれる人
はいない)
Ｎ＝30

フルタイム
＋パート･
アルバイト
Ｎ＝52

フルタイム
＋専業主婦
(夫)
Ｎ＝26

全 体

Ｎ＝181

ひとり親

Ｎ＝７

(％)
注：折れ線グラフは，全体の割合。
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(ｲ) 教育・保育事業の具体的な利用状況 

 

① １日当たりの利用時間 

    １日当たりの利用時間は，「８時間以下」と答えた人が43.6％で最も割合が高く，次いで

「９時間」33.1％，「10時間」19.3％，「11時間以上」2.8％の順です。 

    家庭類型別に１日当たりの利用時間をみると，フルタイム＋専業主婦（夫）では「８時間

以下」の割合が約3／4と大部分を占めています。 

 
 

図 １日当たりの利用時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② １日当たりの利用希望時間 

１日当たりの利用希望時間は，「８時間以下」と答えた人が18.8％で最も割合が高く，次

いで「９時間」17.7％，「10時間」及び「11時間」12.2％の順になっており，現在の利用時

間に比べて，利用希望時間が長くなっています。 

    家族類型別にみると，各家族類型ともに現在の利用時間に比べて利用希望時間が長くなっ

ています。 
 

図 １日当たりの利用希望時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

両親フルタイム(常時みて
くれる人がいる) Ｎ＝51

両親フルタイム(常時みて
くれる人はいない)Ｎ＝30

フルタイム＋パート･アル
バイト Ｎ＝52

フルタイム＋専業主婦(夫)
Ｎ＝26

全 体
Ｎ＝181

ひ と り 親
Ｎ＝７

(％)

43.6 33.1 19.3

2.8

1.1

28.6 42.9 14.3 14.3

41.2 37.3 19.6 2.0

23.3 23.3 43.3 10.0

44.2 40.4 13.5 1.9

73.1 23.1 3.8

８時間以下 ９時間 10時間 11時間以上 無回答

両親フルタイム(常時みて
くれる人がいる) Ｎ＝51

両親フルタイム(常時みて
くれる人はいない)Ｎ＝30

フルタイム＋パート･アル
バイト Ｎ＝52

フルタイム＋専業主婦(夫)
Ｎ＝26

全 体
Ｎ＝181

ひ と り 親
Ｎ＝７

(％)

18.8 17.7 12.2 12.2

2.8

36.5

14.3 14.3 71.4

17.6 13.7 15.7 7.8

2.0

43.1

3.3

10.0 23.3 30.0 10.0 23.3

17.3 25.0 5.8 13.5 38.5

42.3 23.1 7.7 26.9

８時間以下 ９時間 10時間 11時間 12時間以上 無回答
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(ｳ) 教育・保育事業の実施場所 

教育・保育事業の実施場所は，「居住している町内」と答えた人が94.5％でほとんどを占め

ています。 

家庭類型別に教育・保育事業の実施場所として「居住している町内」と答えた人をみると，

ひとり親とフルタイム＋専業主婦(夫)で80％台と割合がやや低くなっており，ひとり親は勤務

先の市町，フルタイム＋専業主婦(夫)は町外の幼稚園に預けているものと考えられます。 

 

図 教育・保育事業の実施場所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ｴ) 教育・保育事業を利用している理由 

教育・保育事業を利用している理由としては，「子育てしている方が現在就労している」と

答えた人が71.3％で最も割合が高く，次いで「子どもの教育や発達のため」70.7％等の順で，

この２項目を挙げた人の割合が高くなっています。 

家庭類家別に平日に定期的に教育・保育事業を利用している理由をみると，フルタイム＋専

業主婦(夫)以外の家庭類型では全体と同様に２項目の割合が高くなっている一方，フルタイム

＋専業主婦(夫)では「子どもの教育や発達のため」のみを答えた人がほとんどを占めています。 

 

図 教育・保育事業を利用している理由（複数回答：いくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

両親フルタイム(常時みて
くれる人がいる) Ｎ＝51

両親フルタイム(常時みて
くれる人はいない)Ｎ＝30

フルタイム＋パート･アル
バイト Ｎ＝52

フルタイム＋専業主婦(夫)
Ｎ＝26

全 体
Ｎ＝181

ひ と り 親
Ｎ＝７

(％)居住している町内 その他の市町 無回答

94.5

3.3

2.2

85.7 14.3

96.1 2.0

96.7 3.3

98.1 1.9

84.6 11.5 3.8

96.2

11.5

11.5

3.8

3.8

3.8

70.7

71.3

3.9

0.6

2.2

1.7

1.7

子どもの教育や発達のため

子育てをしている方が現在就労している

子育てをしている方が就労予定がある／
求職中である

子育てをしている方が家族・親族などを
介護している

子育てをしている方が病気や障害がある

子育てをしている方が学生である

その他

無回答

57.1

85.7

14.3

72.5

80.4

2.0

2.0

53.3

86.7

3.3

69.2

82.7

1.9

1.9

1.9

1.9
(％)

注：折れ線グラフは，全体の割合。

両親フル
タイム
(常時みて
くれる人
がいる)
Ｎ＝51

両親フル
タイム
(常時みて
くれる人
はいない)
Ｎ＝30

フルタイム
＋パート･
アルバイト
Ｎ＝52

フルタイム
＋専業主婦
(夫)
Ｎ＝26

全 体

Ｎ＝181

ひとり親

Ｎ＝７
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ウ 平日の教育・保育として定期的に利用したい事業 

平日の教育・保育として定期的に利用したい事業は，「認可保育所」と答えた人が65.9％で

最も割合が高く，次いで「幼稚園」33.2％，「幼稚園の預かり保育」19.1％，「認定子ども園」

16.4％，「事業所内保育施設」13.2％，「小規模な保育施設」10.5％等の順です。 

家庭類型別に平日の教育・保育として定期的に利用したい事業をみると，両親フルタイム

（常時みてくれる人がいる）及びフルタイム＋専業主婦(夫)では，「認可保育所」50％台，「幼

稚園」40％台と，この２事業が比較的拮抗した割合になっており，両親フルタイム（常時みて

くれる人はいない）とフルタイム＋パート・アルバイトでは「認可保育所」が70％台，「幼稚

園」が20％前後と「認可保育所」の割合が高くなっています。ひとり親では「認可保育所」が

88.9％とほとんどを占めているほか，「事業所内保育施設」が33.0％になっています。 

 

図 平日の教育・保育として定期的に利用したい事業（複数回答：いくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

33.2

19.1

65.9

16.4

10.5

6.8

13.2

5.9

1.4

2.7

10.0

0.9

5.0

幼稚園

幼稚園の預かり保育

認可保育所

認定こども園

小規模な保育施設

家庭的保育

事業所内保育施設

自治体の認証・認定保育施設

その他の認可外の保育施設

居宅訪問型保育

ファミリー・サポート・センター

その他

無回答

88.9

11.1

11.1

11.1

33.3

11.1

46.2

26.2

58.5

23.1

12.3

4.6

13.8

4.6

1.5

7.7

6.2

18.2

12.1

72.7

18.2

6.1

3.0

9.1

6.1

3.0

3.0

9.1

9.1

22.0

15.3

72.9

10.2

10.2

6.8

13.6

6.8

3.4

13.6

1.7

47.4

18.4

52.6

15.8

10.5

2.6

10.5

5.3

2.6

2.6

10.5

2.6

7.9

両親フル
タイム
(常時みて
くれる人
がいる)
Ｎ＝65

両親フル
タイム
(常時みて
くれる人
はいない)
Ｎ＝33

フルタイム
＋パート･
アルバイト
Ｎ＝59

フルタイム
＋専業主婦
(夫)
Ｎ＝38

全 体

Ｎ＝220

ひとり親

Ｎ＝９

(％)

注：折れ線グラフは，全体の割合。
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エ 平日の教育・保育事業を利用したい場所 

平日の教育・保育事業を利用したい場所は，「居住している町内」と答えた人が95.0％でほ

とんどを占めています。 

家庭類型別に平日の教育・保育事業を利用したい場所に「居住している町内」と答えた人を

みると，フルタイム＋専業主婦(夫)以外の家庭類型では全体と同様に95％以上になっています。

一方，フルタイム＋専業主婦(夫)では84.2％と割合がやや低くなっており，一部の人で町外の

幼稚園に通所させる意向があります。 

 

図 平日の教育・保育事業を利用したい場所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5)-2 地域子育て支援拠点事業の利用状況について 

 

ア 地域子育て支援拠点事業の利用状況 

地域子育て支援拠点事業（おひさま広場）を利用している人は16.4％です。 

家庭類型別に地域子育て支援拠点事業（おひさま広場）を利用している人をみると，フルタ

イム＋専業主婦(夫)が50.0％で最も割合が高く，次いでひとり親11.1％，両親フルタイム（常

時みてくれる人がいる）10.8％，フルタイム＋パート・アルバイト8.5％，両親フルタイム

（常時みてくれる人はいない）3.0％の順です。 

 

図 地域子育て支援拠点事業の利用状況（複数回答：いくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

両親フルタイム(常時みて
くれる人がいる) Ｎ＝65

両親フルタイム(常時みて
くれる人はいない)Ｎ＝33

フルタイム＋パート･アル
バイト Ｎ＝59

フルタイム＋専業主婦(夫)
Ｎ＝38

全 体
Ｎ＝220

ひ と り 親
Ｎ＝９

(％)

95.0

2.3

2.7

100.0

96.9 3.1

100.0

98.3 1.7

84.2 10.5 5.3

居住している町内 その他の市町 無回答

地域子育て支援拠点事業（おひさま広場） 16.4

4.5

75.9

6.4

その他当該自治体で実施している類似の事業

利用していない

無回答

11.1

77.8

11.1

10.8

4.6

81.5

6.2

3.0

3.0

90.9

6.1

8.5

1.7

83.1

6.8

50.0

7.9

47.4

2.6

両親フル
タイム
(常時みて
くれる人
がいる)
Ｎ＝65

両親フル
タイム
(常時みて
くれる人
はいない)
Ｎ＝33

フルタイム
＋パート･
アルバイト
Ｎ＝59

フルタイム
＋専業主婦
(夫)
Ｎ＝38

全 体

Ｎ＝220

ひとり親

Ｎ＝９

(％)

注：折れ線グラフは，全体の割合。
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イ 地域子育て支援拠点事業の今後の利用意向 

地域子育て支援拠点事業の今後の利用意向をみると，「すでに利用しているが，今後利用日

数を増やしたい」9.1％，「利用していないが，今後利用したい」21.8％で，これらを合わせた

利用意向のある人は約３割です。 

家庭類型別に地域子育て支援拠点事業を今後利用する意向のある人をみると，フルタイム＋

専業主婦(夫)が50.0％で最も割合が高く，次いでフルタイム＋パート・アルバイト32.2％，両

親フルタイム（常時みてくれる人がいる）26.2％，両親フルタイム（常時みてくれる人はいな

い）24.2％，ひとり親11.1％の順です。 

 

図 地域子育て支援拠点事業の今後の利用意向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5)-3 土曜・休日や長期休暇中の定期的な教育・保育事業の利用について 

 

ア 土曜日の定期的な教育・保育事業の利用意向 

土曜日の定期的な教育・保育事業の利用意向は，「ほぼ毎週利用したい」31.8％，「月に１～

２回利用はしたい」30.5％で，これらを合わせた６割以上の人が利用意向を持っています。 

家庭類型別に土曜日の定期的な教育・保育事業の利用意向をみると，「ほぼ毎週利用した

い」と答えた人が両親フルタイム（常時みてくれる人はいない）で54.5％，ひとり親で44.4％

になっています。また，「月に１～２回は利用したい」と答えた人はフルタイム＋パート・ア

ルバイトで47.5％になっています。 

 

図 土曜日の定期的な教育・保育事業の利用意向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

両親フルタイム(常時みて
くれる人がいる) Ｎ＝65

両親フルタイム(常時みて
くれる人はいない)Ｎ＝33

フルタイム＋パート･アル
バイト Ｎ＝59

フルタイム＋専業主婦(夫)
Ｎ＝38

全 体
Ｎ＝220

ひ と り 親
Ｎ＝９

(％)

利用していないが，今後利用したい

すでに利用しているが，今後利用日数を増やしたい

新たに利用したり，利用日数を増やしたいとは思わない

無回答

21.8 9.1 55.9 13.2

11.1 55.6 33.3

18.5 7.7 61.5 12.3

21.2

3.0

63.6 12.1

28.8

3.4

54.2 13.6

23.7 26.3 44.7 5.3

両親フルタイム(常時みて
くれる人がいる) Ｎ＝65

両親フルタイム(常時みて
くれる人はいない)Ｎ＝33

フルタイム＋パート･アル
バイト Ｎ＝59

フルタイム＋専業主婦(夫)
Ｎ＝38

全 体
Ｎ＝220

ひ と り 親
Ｎ＝９

(％)

利用する必要はない ほぼ毎週利用したい

月に１～２回は利用したい 無回答

35.9 31.8 30.5 1.8

33.3 44.4 11.1 11.1

44.6 29.2 26.2

15.2 54.5 27.3 3.0

15.3 37.3 47.5

71.1 5.3 23.7
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イ 日曜・祝日の定期的な教育・保育事業の利用意向 

日曜日・祝日の定期的な教育・保育事業の利用意向は，「ほぼ毎週利用したい」2.7％，「月

に１～２回は利用したい」24.5％で，これらを合わせた３割弱の人が利用意向を持っています。 

家庭類型別に日曜日・祝日の定期的な教育・保育事業を「月１～２回は利用したい」と答え

た人みると，フルタイム＋パート・アルバイトで44.1％と割合が高くなっています。 

 

図 日曜・祝日の定期的な教育・保育事業の利用意向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 土曜・日祝日に教育・保育事業をたまに利用したい理由 

土曜・日祝日に教育・保育事業をたまに利用したい理由としては，「月に数回仕事が入るた

め」と答えた人が64.9％で最も割合が高く，次いで「平日に済ませられない用事をまとめて済

ませるため」38.3％，「息抜きのため」24.5％等の順です。 

家庭類型別にみると，フルタイム＋専業主婦(夫)以外では「月に数回仕事が入るため」と答

えた人の割合が高い一方で，フルタイム＋専業主婦(夫)では「平日に済ませられない用事をま

とめて済ませるため」及び「息抜きのため」の割合が高くなっています。 

 

図 土曜・日祝日に教育・保育事業をたまに利用したい理由（複数回答：いくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

両親フルタイム(常時みて
くれる人がいる) Ｎ＝65

両親フルタイム(常時みて
くれる人はいない)Ｎ＝33

フルタイム＋パート･アル
バイト Ｎ＝59

フルタイム＋専業主婦(夫)
Ｎ＝38

全 体
Ｎ＝220

ひ と り 親
Ｎ＝９

(％)

70.0

2.7

24.5 2.7

77.8 11.1 11.1

76.9

4.6

16.9 1.5

69.7

3.0

27.3

52.5

1.7

44.1 1.7

89.5 7.9 2.6

利用する必要はない ほぼ毎週利用したい

月に１～２回は利用したい 無回答

64.9

38.3

3.2

24.5

9.6

5.3

月に数回仕事が入るため

平日に済ませられない用事をまとめて済ませ
るため

親族の介護や手伝いをするため

息抜きのため

その他

無回答

100.0

87.0

21.7

17.4

8.7

8.7

56.3

31.3

25.0

71.1

39.5

2.6

28.9

5.3

7.9

10.0

80.0

20.0

70.0

両親フル
タイム
(常時みて
くれる人
がいる)
Ｎ＝23

両親フル
タイム
(常時みて
くれる人
はいない)
Ｎ＝16

フルタイム
＋パート･
アルバイト
Ｎ＝38

フルタイム
＋専業主婦
(夫)
Ｎ＝10

全 体

Ｎ＝94

ひとり親

Ｎ＝２

(％)

注：折れ線グラフは，全体の割合。
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エ 幼稚園を利用している人の長期休暇中の教育・保育事業の利用意向 

幼稚園を利用している人の長期休暇中の教育・保育事業の利用意向をみると，「休みの期間

中，ほぼ毎日利用したい」46.5％，「休みの期間中，週に数日利用したい」25.6％で，長期休

暇中に教育・保育事業を利用する意向のある人は７割以上です。 

 

図 幼稚園を利用している人の長期休暇中の教育・保育事業の利用意向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5)-4 病気の際の対応について（平日に定期的な教育・保育事業を利用している人） 
 

ア 病気やけがで通常の教育・保育事業を利用できなかったことの有無 

病気やけがで通常の教育・保育事業を利用できなかったことが「あった」と答えた人は

83.4％で大部分を占めています。 

家庭類型別に病気やけがで通常の教育・保育事業を利用できなかったことが「あった」と答

えた人をみると，ひとり親以外の家庭類型では90％前後で全体とほぼ同様になっています。 
 

図 病気やけがで通常の教育・保育事業を利用できなかったことの有無 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

両親フルタイム(常時みて
くれる人がいる) Ｎ＝16

両親フルタイム(常時みて
くれる人はいない)Ｎ＝４

フルタイム＋パート･アル
バイト Ｎ＝９

フルタイム＋専業主婦(夫)
Ｎ＝11

全 体
Ｎ＝43

ひ と り 親
Ｎ＝１

(％)

23.3 46.5 25.6 4.7

100.0

31.3 50.0 18.8

25.0 75.0

55.6 33.3 11.1

36.4 27.3 36.4

利用する必要はない 休みの期間中，ほぼ毎日利用したい

休みの期間中，週に数日利用したい 無回答

両親フルタイム(常時みて
くれる人がいる) Ｎ＝51

両親フルタイム(常時みて
くれる人はいない)Ｎ＝30

フルタイム＋パート･アル
バイト Ｎ＝52

フルタイム＋専業主婦(夫)
Ｎ＝26

全 体
Ｎ＝181

ひ と り 親
Ｎ＝７

(％)あった なかった 無回答

83.4 13.3 3.3

42.9 42.9 14.3

84.3 13.7 2.0

90.0 10.0

86.5 9.6 3.8

88.5 11.5
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イ 病気やけがで通常の教育・保育事業を利用できなかった時の対処方法 

病気やけがで通常の教育・保育事業を利用できなかった時の対処方法は，「母親が休んだ」

と答えた人が72.2％で最も割合が高く，次いで「（同居者を含む）親族・知人に子どもをみて

もらった」48.3％，「父親が休んだ」27.2％，「父親又は母親のうち就労していない方が子ども

をみた」19.9％等の順です。 

家庭類型別に病気やけがで通常の教育・保育事業を利用できなかった時の対処方法をみると，

フルタイム＋専業主婦(夫)では「父親又は母親のうち就労していない方が子どもをみた」

91.3％，両親フルタイム（常時みてくれる人がいる）では「（同居者を含む）親族・知人に子

どもをみてもらった」及び「母親が休んだ」の２項目が70％前後，両親フルタイム（常時みて

くれる人はいない）及びフルタイム＋パート・アルバイトでは「母親が休んだ」90％以上，

「（同居者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった」40％台となっており，家庭類型によ

って対処方法が異なっています。 
 

図 病気やけがで通常の教育・保育事業を利用できなかった時の対処方法 

(複数回答:いくつでも) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

27.2

72.2

48.3

19.9

1.3

父親が休んだ

母親が休んだ

（同居者を含む）親族・知人に子どもをみて
もらった

父親又は母親のうち就労していない方が子ど
もをみた

病児・病後児のための保育施設を利用した

ベビーシッターを利用した

ファミリー・サポート・センターを利用した

仕方なく子どもだけで留守番をさせた

その他

無回答

100.0

33.3

32.6

65.1

79.1

7.0

29.6

100.0
44.4

33.3

91.1

40.0

4.4

4.4

8.7

13.0

17.4

91.3

両親フル
タイム
(常時みて
くれる人
がいる)
Ｎ＝43

両親フル
タイム
(常時みて
くれる人
はいない)
Ｎ＝27

フルタイム
＋パート･
アルバイト
Ｎ＝45

フルタイム
＋専業主婦
(夫)
Ｎ＝23

全 体

Ｎ＝151

ひとり親

Ｎ＝３

(％)

注：折れ線グラフは，全体の割合。
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ウ 病児・病後児保育施設等の利用意向 

病気やけがで通常の教育・保育事業を利用できなかった場合の対処方法として「父親が休ん

だ」あるいは「母親が休んだ」と答えた人で「できれば病児・病後児保育施設等を利用した

い」と答えた人は43.9％です。 

家庭類型別に「できれば病児・病後児保育施設等を利用したい」と答えた人をみると，ひと

り親及び両親フルタイム（常時みてくれる人はいない）で66.7％と割合が高くなっています。 

 

図 病児・病後児保育施設等の利用意向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5)-5 不定期の教育・保育事業や宿泊を伴う一時預かり等の利用について 

 

ア 私用等での不定期な教育・保育事業の利用意向 

私用等での不定期な教育・保育事業を「利用したい」と答えた人は35.9％になっており，家

庭類型別にみると，ひとり親以外の家庭類型では30％台である一方，ひとり親は11.1％と割合

が低くなっています。 

 

図 私用等での不定期な教育・保育事業の利用意向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

両親フルタイム(常時みて
くれる人がいる) Ｎ＝29

両親フルタイム(常時みて
くれる人はいない)Ｎ＝27

フルタイム＋パート･アル
バイト Ｎ＝42

フルタイム＋専業主婦(夫)
Ｎ＝５

全 体
Ｎ＝114

ひ と り 親
Ｎ＝３

(％)

43.9 54.4 1.8

66.7 33.3

31.0 65.5 3.4

66.7 33.3

40.5 57.1 2.4

40.0 60.0

できれば病児・病後児保育施設等を利用したい

利用したいとは思わない 無回答

両親フルタイム(常時みて
くれる人がいる) Ｎ＝65

両親フルタイム(常時みて
くれる人はいない)Ｎ＝33

フルタイム＋パート･アル
バイト Ｎ＝59

フルタイム＋専業主婦(夫)
Ｎ＝38

全 体
Ｎ＝220

ひ と り 親
Ｎ＝９

(％)

35.9 43.2 20.9

11.1 55.6 33.3

35.4 47.7 16.9

39.4 39.4 21.2

37.3 44.1 18.6

34.2 39.5 26.3

利用したい 利用する必要はない 無回答
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イ 用事により子どもを泊まりがけでみてもらう必要の有無 

用事により子どもを泊まりがけでもらう必要が「あった」と答えた人は19.5％になっており，

家庭類型別にみると，両親フルタイム（常時みてくれる人はいない）が30.3％で最も割合が高

く，次いで両親フルタイム（常時みてくれる人がいる）20.0％，フルタイム＋パート・アルバ

イト18.6％，フルタイム＋専業主婦(夫)15.8％，ひとり親11.1％の順です。 

 

図 用事により子どもを泊まりがけでみてもらう必要の有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5)-6 小学生になった時の放課後の過ごし方について 

 

ア 小学校低学年の時に放課後過ごさせたい場所 

小学校低学年の時に放課後過ごさせたい場所は，「自宅」と答えた人が61.4％で最も割合が

高く，次いで「学童保育」55.9％，「放課後子ども教室」38.2％，習い事（ピアノ教室，サッ

カークラブ，学習塾など）30.5％，「祖父母宅や友人・知人宅」20.5％等の順です。 

家庭類型別に小学校低学年の時に放課後過ごさせたい場所をみると，ひとり親，両親フルタ

イム（常時みてくれる人がいる）及びフルタイム＋専業主婦(夫)では「自宅」，両親フルタイ

ム（常時みてくれる人はいない）及びフルタイム＋パート・アルバイトでは「学童保育」と答

えた人の割合が高くなっています。 

 

図 小学校低学年の時に放課後過ごさせたい場所（複数回答：いくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

両親フルタイム(常時みて
くれる人がいる) Ｎ＝65

両親フルタイム(常時みて
くれる人はいない)Ｎ＝33

フルタイム＋パート･アル
バイト Ｎ＝59

フルタイム＋専業主婦(夫)
Ｎ＝38

全 体
Ｎ＝220

ひ と り 親
Ｎ＝９

(％)あった なかった 無回答

19.5 74.5 5.9

11.1 77.8 11.1

20.0 75.4 4.6

30.3 69.7

18.6 78.0 3.4

15.8 73.7 10.5

習い事（ピアノ教室，サッカークラブ，学習
塾など）

61.4

20.5

30.5

38.2

55.9

1.4

4.5

5.5

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

放課後子ども教室

学童保育

ファミリー・サポート・センター

その他

無回答

77.8

11.1

44.4

22.2

11.1

69.2

23.1

30.8

35.4

47.7

3.1

6.2

4.6

33.3

6.1

18.2

30.3

66.7

6.1

54.2

23.7

32.2

50.8

78.0

1.7

6.8

81.6

26.3

34.2

39.5

31.6

2.6

7.9

両親フル
タイム
(常時みて
くれる人
がいる)
Ｎ＝65

両親フル
タイム
(常時みて
くれる人
はいない)
Ｎ＝33

フルタイム
＋パート･
アルバイト
Ｎ＝59

フルタイム
＋専業主婦
(夫)
Ｎ＝38

全 体

Ｎ＝220

ひとり親

Ｎ＝９

(％)
注：折れ線グラフは，全体の割合。
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イ 小学校高学年の時に放課後過ごさせたい場所 

小学校高学年の時に放課後過ごさせたい場所としては，「自宅」と答えた人が67.7％で最も

割合が高く，次いで「学童保育」47.3％，「習い事（ピアノ教室，サッカークラブ，学習塾な

ど）」37.3％，「放課後子ども教室」35.5％，「祖父母宅や友人・知人宅」19.5％等の順です。 

家庭類型別に小学校高学年の時に放課後過ごさせたい場所をみると，両親フルタイム（常時

みてくれる人がいる）及びフルタイム＋専業主婦(夫)では「自宅」，両親フルタイム（常時み

てくれる人はいない）及びフルタイム＋パート・アルバイトでは「学童保育」と答えた人の割

合が高くなっています。ひとり親では「自宅」と合わせて「習い事（ピアノ教室，サッカーク

ラブ，学習塾など）」の割合が高くなっています。 

放課後過ごさせたい場所を小学校低学年と高学年で比較すると，小学校低学年では学童保育，

小学校高学年では自宅の割合がそれぞれ高くなっています。 

 

図 小学校高学年の時に放課後過ごさせたい場所（複数回答：いくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 小学生になった時に放課後過ごさせたい場所 

項  目 
小学校 

低学年 

小学校 

高学年 

自宅 61.4 67.7 

祖父母や友人・知人宅 20.5 19.5 

習い事（ピアノ教室，サッカークラブ，学習塾など） 30.5 37.3 

放課後子ども教室 38.2 35.5 

学童保育 55.9 47.3 

ファミリー・サポート・センター 1.4 1.8 

その他 4.5 5.0 

習い事（ピアノ教室，サッカークラブ，学習
塾など）

81.6

23.7

44.7

36.8

34.2

7.9

67.7

19.5

37.3

35.5

47.3

1.8

5.0

5.0

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

放課後子ども教室

学童保育

ファミリー・サポート・センター

その他

無回答

66.7

11.1

55.6

11.1

11.1

73.8

20.0

38.5

35.4

35.4

3.1

10.8

1.5

48.5

12.1

24.2

33.3

57.6

3.0

6.1

62.7

22.0

37.3

40.7

67.8

1.7

3.4

5.1

両親フル
タイム
(常時みて
くれる人
がいる)
Ｎ＝65

両親フル
タイム
(常時みて
くれる人
はいない)
Ｎ＝33

フルタイム
＋パート･
アルバイト
Ｎ＝59

フルタイム
＋専業主婦
(夫)
Ｎ＝38

全 体

Ｎ＝220

ひとり親

Ｎ＝９

(％)
注：折れ線グラフは，全体の割合。
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(6) 小学生の子どもの子育てについて 

 

ア 小学生の子どもがいる家庭の子どもの学年 

小学生の子どもがいる家庭の子どもの学年は，各学年20％前後です。 

 

図 小学生の子どもがいる家庭の子どもの学年（複数回答：いくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 学童保育の利用の有無 

学童保育を「いつも利用している」11.9％，「時々利用している」40.4％で，これらを合わ

せた学童保育を利用している人の割合は５割以上になっています。 

家庭類型別に学童保育を「いつも利用している」と答えた人をみると，両親フルタイム（常

時みてくれる人はいない）が30.6％で最も割合が高く，その他の家庭類型では10％前後になっ

ています 

また，家庭類型別に学童保育を「時々利用している」と答えた人をみると，フルタイム＋専

業主婦(夫)を除く家庭類型では40％前後ですが，フルタイム＋専業主婦(夫)では11.8％と割合

が低くなっています。 

 

図 学童保育の利用の有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

両親フルタイム(常時みて
くれる人がいる) Ｎ＝91

両親フルタイム(常時みて
くれる人はいない)Ｎ＝36

フルタイム＋パート･アル
バイト Ｎ＝79

フルタイム＋専業主婦(夫)
Ｎ＝17

全 体
Ｎ＝277

ひ と り 親
Ｎ＝25

(％)

11.9 40.4 47.3 0.4

12.0 32.0 56.0

9.9 39.6 50.5

30.6 38.9 30.6

8.9 49.4 40.5 1.3

11.8 11.8 76.5

いつも利用している 時々利用している

利用していない 無回答

Ｎ＝277
(％)

22.0

21.7

24.5

18.8

24.5

22.7

１年生

２年生

３年生

４年生

５年生

６年生
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ウ 学童保育を利用している人の利用状況等 

 

(ｱ) 学童保育の利用状況 

学童保育の利用状況は，「夏休みなどの長期休業中」と答えた人が79.3％で最も割合が高く，

次いで「放課後」53.1％，「突発的な理由で一時的に必要になった時」35.9％，「土曜日」

14.5％の順です。 

 

図 学童保育の利用状況（複数回答：いくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ｲ) 学童保育の満足度 

学童保育の満足度は，「満足」49.0％，「どちらかといえば満足」33.8％になっており，これ

らを合わせた学童保育に満足している人の割合は82.8％で大部分を占めています 

家庭類型別に学童保育に満足している人をみると，フルタイム＋専業主婦(夫)，フルタイム

＋パート・アルバイト及びひとり親では90％以上ですが，両親フルタイム（常時みてくれる人

がいる）及び両親フルタイム（常時みてくれる人はいない）では70％台と割合が低くなってい

ます。 

 

図 学童保育の満足度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ｳ) 学童保育に不満な理由 

学童保育に不満な理由としては，学童保育の開所時間，指導員に関すること，子どもの友

達関係などが挙げられています。 

 

53.1

14.5

79.3

35.9

放課後

土曜日

夏休みなどの長期休業中

突発的な理由で一時的に必要になった時

無回答

45.5

27.3

90.9

36.4

44.4

6.7

75.6

35.6

76.0

28.0

92.0
24.0

58.7

15.2

82.6

37.0

50.0

50.0

50.0

両親フル
タイム
(常時みて
くれる人
がいる)
Ｎ＝45

両親フル
タイム
(常時みて
くれる人
はいない)
Ｎ＝25

フルタイム
＋パート･
アルバイト
Ｎ＝46

フルタイム
＋専業主婦
(夫)
Ｎ＝４

全 体

Ｎ＝145

ひとり親

Ｎ＝11

(％)
注：折れ線グラフは，全体の割合。

両親フルタイム(常時みて
くれる人がいる) Ｎ＝45

両親フルタイム(常時みて
くれる人はいない)Ｎ＝25

フルタイム＋パート･アル
バイト Ｎ＝46

フルタイム＋専業主婦(夫)
Ｎ＝４

全 体
Ｎ＝145

ひ と り 親
Ｎ＝11

(％)

49.0 33.8 15.9 0.7

72.7 18.2 9.1

42.2 31.1 26.7

44.0 32.0 20.0 4.0

47.8 45.7 6.5

75.0 25.0

満足 どちらかといえば満足

どちらかといえば不満 不満 無回答
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エ 学童保育を利用していない人の理由等 

 

(ｱ) 学童保育を利用していない理由 

学童保育を利用していない理由としては，「現在子供を預かってくれる人がいるから」と答

えた人が34.4％で最も割合が高く，次いで「就労しているが，放課後の短時間ならば，子ども

だけでも大丈夫だと思うから」13.7％，「現在就労していないから」9.9％等の順です。 

その他の理由としては，家に誰かいるので子どもの世話ができることを挙げた人が14件で最

も多く，その他では迎えに行くことができないこと，スクールバスを利用していること，子ど

もが行く気がないこと等が挙げられています。 

家庭類型別に学童保育を利用していない理由をみると，ひとり親，両親フルタイム（常時み

てくれる人がいる）及び両親フルタイム（常時みてくれる人はいない）では，「現在子供を預

かってくれる人がいるから」及び「就労しているが，放課後の短時間ならば，子どもだけでも

大丈夫だと思うから」，フルタイム＋パート・アルバイトでは「就労しているが，放課後の短

時間ならば，子どもだけでも大丈夫だと思うから」，フルタイム＋専業主婦(夫)では，「現在就

労していないから」の割合が高くなっています。 

 

図 学童保育を利用していない理由（複数回答：いくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9.9

34.4

1.5

0.8

6.1

2.3

13.7

20.6

10.7

現在就労していないから

現在子どもを預かってくれる人がいるから

就労しているが，学童保育を知らなかったか
ら

就労しているが，近くに学童保育施設がなか
ったから

就労しているが，学童保育の開所時間が短い
から

就労しているが，学童保育の利用料がかかる
から

就労しているが，子どもは放課後に習い事を
しているから

就労しているが，放課後の短時間ならば，子
どもだけでも大丈夫だと思うから

就労しているが，他の施設に預けているから

その他

無回答

28.6

7.1

28.6

35.7

63.0

2.2

4.3

2.2

4.3

13.0

10.9

18.2

9.1

27.3

36.4

9.1

34.4

3.1

9.4

3.1

21.9

25.0

3.1

76.9

7.7

7.7

7.7
(％)

注：折れ線グラフは，全体の割合。

両親フル
タイム
(常時みて
くれる人
がいる)
Ｎ＝46

両親フル
タイム
(常時みて
くれる人
はいない)
Ｎ＝11

フルタイム
＋パート･
アルバイト
Ｎ＝32

フルタイム
＋専業主婦
(夫)
Ｎ＝13

全 体

Ｎ＝131

ひとり親

Ｎ＝14
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(ｲ) 学童保育の今後の利用意向 

学童保育の今後の利用意向については，「今後は利用したい」と答えた人が13.7％です。家

庭類型別に「今後は利用したい」と答えた人をみると，フルタイム＋専業主婦(夫)が38.5％で

最も割合が高く，次いで両親フルタイム（常時みてくれる人がいる）13.0％，ひとり親7.1％，

フルタイム＋パート・アルバイト6.3％の順です。 

 

図 学童保育の今後の利用意向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ｳ) 学童保育を今後利用したい状況 

学童保育を今後利用したい状況は，「突発的な理由で一時的に必要になった時」と答えた人

が83.3％で最も割合が高く，次いで「夏休み等の長期休業中」38.9％，「土曜日」及び「日曜

日」16.7％の順です。 

 

図 学童保育を今後利用したい状況（複数回答：いくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

両親フルタイム(常時みて
くれる人がいる) Ｎ＝46

両親フルタイム(常時みて
くれる人はいない)Ｎ＝11

フルタイム＋パート･アル
バイト Ｎ＝32

フルタイム＋専業主婦(夫)
Ｎ＝13

全 体
Ｎ＝131

ひ と り 親
Ｎ＝14

(％)

今後は利用したい 今後も利用しない

わからない 無回答

13.7 57.3 26.0 3.1

7.1 85.7 7.1

13.0 50.0 34.8 2.2

81.8 9.1 9.1

6.3 68.8 25.0

38.5 23.1 38.5

両親フル
タイム
(常時みて
くれる人
がいる)
Ｎ＝６

両親フル
タイム
(常時みて
くれる人
はいない)
Ｎ＝０

フルタイム
＋パート･
アルバイト
Ｎ＝２

フルタイム
＋専業主婦
(夫)
Ｎ＝５

全 体

Ｎ＝18

ひとり親

Ｎ＝１

(％)
注：折れ線グラフは，全体の割合。

16.7

16.7

38.9

83.3

平日

土曜日

夏休み等の長期休業中

突発的な理由で一時的に必要になった時

無回答
100.0

33.3

83.3

50.0

50.0

20.0

20.0

40.0

100.0
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オ 放課後子ども教室の利用の有無 

放課後子ども教室を「いつも利用している」12.6％，「時々利用している」27.1％で，これ

らを合わせた放課後子ども教室を利用している人は約４割です。 

家庭類型別に放課後子ども教室を利用している人をみると，両親フルタイム（常時みてくれ

る人はいない）が50.0％で最も割合が高く，次いでフルタイム＋パート・アルバイト44.3％，

両親フルタイム（常時みてくれる人がいる）42.9％，フルタイム＋専業主婦(夫)29.4％，ひと

り親20.0％の順です。 

 

図 放課後子ども教室の利用の有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カ 放課後子ども教室を利用していない人の今後の利用意向及び利用したい状況 

 

(ｱ) 放課後子ども教室の今後の利用意向 

放課後子ども教室を利用していない人の今後の利用意向については，「今後は利用したい」

と答えた人が14.3％になっており，家庭類型別にみると，ひとり親の利用意向はないが，その

他の家庭類型では10％台になっています。 

 

図 放課後子ども教室を利用していない人の今後の利用意向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

両親フルタイム(常時みて
くれる人がいる) Ｎ＝91

両親フルタイム(常時みて
くれる人はいない)Ｎ＝36

フルタイム＋パート･アル
バイト Ｎ＝79

フルタイム＋専業主婦(夫)
Ｎ＝17

全 体
Ｎ＝277

ひ と り 親
Ｎ＝25

(％)

12.6 27.1 58.1 2.2

20.0 76.0 4.0

7.7 35.2 56.0 1.1

16.7 33.3 50.0

19.0 25.3 53.2 2.5

17.6 11.8 70.6

いつも利用している 時々利用している

利用していない 無回答

両親フルタイム(常時みて
くれる人がいる) Ｎ＝51

両親フルタイム(常時みて
くれる人はいない)Ｎ＝18

フルタイム＋パート･アル
バイト Ｎ＝42

フルタイム＋専業主婦(夫)
Ｎ＝12

全 体
Ｎ＝161

ひ と り 親
Ｎ＝19

(％)

14.3 31.1 52.2 2.5

63.2 31.6 5.3

19.6 25.5 52.9 2.0

16.7 22.2 61.1

14.3 33.3 47.6 4.8

16.7 16.7 66.7

今後は利用したい 今後も利用しない

わからない 無回答



 - 42 - 

(ｲ) 放課後子ども教室を今後利用したい状況 

放課後子ども教室を今後利用したい状況としては，「夏休み等の長期休業中」と答えた人が

52.2％で最も割合が高く，次いで「突発的な理由で一時的に必要になった時」及び「平日」

30.4％，「土曜日」26.1％の順です。 
 

図 放課後子ども教室を後利用したい状況（複数回答：いくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キ 小学生の子どもの子育てや教育のことでの不安や悩み 

小学生の子どもの子育てや教育のことでの不安や悩みがある人（100％から「特にないと」

と無回答の割合を差し引いた値）は79.4％です。 

小学生の子どもの子育てや教育のことでの不安や悩みの内容は，「子どもの勉強・学力」と

答えた人が40.4％で最も割合が高く，次いで「子どもの友達関係」40.1％，「子どもの進学・

将来のこと」34.7％，「子どもの性格・態度」29.6％，「子どもの健康」26.0％，「子どもの子

育てや教育への関わり方」22.4％等の順です。 

家庭類型別に小学生の子どもの子育てや教育のことでの不安や悩みの内容をみると，フルタ

イム＋専業主婦(夫)を除く家庭類型では全体と同様の割合となっています。フルタイム＋専業

主婦(夫)では，「子どもの進学・将来のこと」，「子どもの勉強・学力」及び「子どもの性格・

態度」の割合が全体より高くなっています。 
 

図 小学生の子どもの子育てや教育のことでの不安や悩み（複数回答：いくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

30.4

26.1

52.2

30.4

13.0

平日

土曜日

夏休み等の長期休業中

突発的な理由で一時的に必要になった時

無回答

40.0

20.0

60.0

40.0

66.7

33.3

33.3

33.3

33.3

16.7

16.7

50.0

100.0

両親フル
タイム
(常時みて
くれる人
がいる)
Ｎ＝10

両親フル
タイム
(常時みて
くれる人
はいない)
Ｎ＝３

フルタイム
＋パート･
アルバイト
Ｎ＝６

フルタイム
＋専業主婦
(夫)
Ｎ＝２

全 体

Ｎ＝23

ひとり親

Ｎ＝０

(％)
注：折れ線グラフは，全体の割合。

26.0

29.6

13.4

40.1

40.4

34.7

16.6

22.4

11.2

1.8

15.5

5.1

子どもの健康

子どもの性格・態度

子どもの基本的な生活習慣（寝起き，歯みが
き等）

子どもの友達関係

子どもの勉強・学力

子どもの進学・将来のこと

子どもの家庭での過ごし方（遊び方）

子どもの子育てや教育への関わり方

子どもと先生の関係

その他

特にない

無回答

16.0

32.0

4.0

28.0

28.0

40.0

16.0

12.0

12.0

4.0

20.0

4.0

25.3

23.1

17.6

42.9

47.3

30.8

13.2

24.2

8.8

1.1

12.1

4.4

22.2

38.9

8.3

36.1

33.3

36.1

19.4

22.2

13.9

22.2

2.8

31.6

30.4

13.9

40.5

38.0

30.4

20.3

20.3

12.7

1.3

17.7

3.8

23.5

47.1

11.8

41.2

58.8

70.6

11.8

23.5

17.6

11.8

11.8

両親フル
タイム
(常時みて
くれる人
がいる)
Ｎ＝91

両親フル
タイム
(常時みて
くれる人
はいない)
Ｎ＝36

フルタイム
＋パート･
アルバイト
Ｎ＝79

フルタイム
＋専業主婦
(夫)
Ｎ＝17

全 体

Ｎ＝277

ひとり親

Ｎ＝25

(％)
注：折れ線グラフは，全体の割合。
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(7) 自由意見 

自由意見を記入した人は129人，回答者数の33.2％になっており，自由意見の内容を項目別に

整理すると188件です。 

その内容をみると，保育所の保育時間，小中学校，学童保育，既存の子育て支援サービスなど

についての意見が多くなっています。 
 

表 自由意見の内容 

大区分 小区分 
件数

(件) 

ア 保育所の保育時

間について 

(ｱ) 平日の保育時間の延長の希望 5 

(ｲ) 土曜日の午後及び日祝日の保育の希望 14 

(ｳ) 病児・病後児保育の希望 6 

(ｴ) その他（保育の充実等） 6 

小  計 31 

イ 小中学校に関す

ること 

(ｱ) 登下校に関すること 5 

(ｲ) 先生の相談・指導の充実 7 

(ｳ) その他（登校時の坂等） 6 

小  計 18 

ウ 学童保育につい

て 

(ｱ) 平日の保育時間延長の希望 2 

(ｲ) 土曜日・日祝日の保育の希望 9 

(ｳ) 学童保育の内容の充実 5 

(ｴ) 学童保育の場所の希望（小学校区単位等） 7 

(ｵ) その他（友達関係，弁当の宅配サービス希望等） 4 

小  計 27 

エ 放課後子ども教

室について 

・利用継続意向，新規利用希望，小学校区単位の設置 3 

オ 習い事・塾につ

いて 

・町内への習い事・塾の充実 4 

カ 子どもの遊び場

について 

・身近な場所への公園の整備，室内で遊べる場所の整備等 10 

キ 既存の子育て支

援サービスについ

て 

(ｱ) 子育て・定住支援事業 5 

(ｲ) 予防接種 4 

(ｳ) 神石さわやかネットやシルバー人材センターのサービ

ス 

3 

(ｴ) 歯科検診 4 

(ｵ) その他（各種サービスを評価する意見等） 8 

小  計 24 

ク その他の子育て

支援サービスに係

る要望 

・子育て支援サービスの充実，図書館の開所時間の延長，

保護者のストレスの解消等 

9 

ケ 医療機関につい

て 

・町内への小児科の設置等 8 

コ 子育てしやすい

職場環境及び仕事

の確保について 

・職場の育休の充実，就労支援の手引きの配布，求人情報

の提，新規就労への不安等 

10 

サ アンケート調査

について 

(ｱ) アンケート調査結果の施策への反映 6 

(ｲ) アンケート調査内容について 7 

小  計 13 

シ その他  31 

合    計 188 

 


